西病棟チームカンファレンス記録
	
	A.O.M
	S.G.M
	

	平成１９年１１月１７日（土）
　　　　司会者　外城　祐子　　記録者　平間　茉莉
	
	
	

	
	
	
	

	中村

（美）
	佐々木

（健）
	鳥谷部
	スバベイ
	東
	橘
	外城
	藤原
	宮澤
	佐々木

（美）
	平間
	横浜
	

	公休


	研修


	○


	公休


	年休


	○


	○


	産休


	年休


	深夜


	○


	準夜



	下帯
	三浦
	赤坂
	中村

（佐）
	佐々木

(弘)
	田村
	山田
	音喜多
	水上
	中野
	及川
	天間
	
	

	深夜


	公休


	○


	留守


	公休


	公休


	公休


	公休


	○


	○


	公休


	○



	末政
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

暖房の節約について、院長から意識がもたれていないと話しがありました。

暖房を付けている際は部屋のドアを閉める様、徹底していきましょう。また、日中に暖房を最強にして付けている患者様の部屋もありますので、説明して弱くしていきましょう。

＜患者様連絡事項＞

本日、市川真紀子様と中村マス様の部屋移動行っています。部屋移動した事により、精神症状の変化が見られる可能性もある為、様子観察行っていきましょう。

佐藤　幸男様～左の鎖骨周辺に内出血があり、本日再度確認しています。本人は「なんも大丈夫だ」と話しています。本人の近くのカーペットがほつれており、訪室時に直しています。訪室時には、気を付けて見ていきましょう。

田端　テル様～本人希望し、アスモロール200g処方となっています。

坂井　彩乃様～退院日について、日中本人が自宅へ電話した所不在で連絡がつきませんでした。準夜帯に本人が電話を掛けた所、ご家族は今月いっぱいと話されていたとの事です。

神代　達也様～単独外出がしたいと本人より訴えあり、その事で主治医へ相談をしたいと話されています。過去に単独外出をしたケースがないので、主治医よりどんな反応が返ってくるかは分からないが、相談は出来る事伝えています。

　　　　　　　月曜日のリーダーは主治医へ情報提供お願いします。

＜転入患者様情報＞

嶋本　岩松様(47)　病名：アルコール依存症　合併症：糖尿病　任意入院

　　主治医：川端Ｄｒ

担当：平間Ｎｓ・田村Ｃｗ・下平Ｓｗ
　　　　　　　　　食事形態：減塩食・20単位、納豆禁止
　　　　　　　　　作業療法・プログラム：導入(Ｂグループ)

　　　　　　　　　間食禁止・皮膚科なし・血圧3検査(本人希望)・独歩

　　　　　　　　　看護度Ｂ(病状は安定している)－Ⅱ(必要に応じた看護)

初飲は20歳頃で、週3～4回程飲酒していた(ビール350ml×2～3本)30歳頃より、飲酒量が増

加して、朝から飲酒することもあった。

40歳頃より、さらに飲酒量が増加して、脱水・高血圧・尿失禁があり、八戸平和病院へ入

院（約2ヶ月間）。退院後は、43歳頃より、再び酒量が増加。H19年8月酩酊状態で転倒して、

八戸市立市民病院へ入院（約2週間）。退院後、約1ヶ月間は断酒していたが、同年9月末頃

より飲酒を再開。H19.10.16飲酒運転で逮捕される。H19.10.20より、連続飲酒状態となり、

泥酔状態で警察に度々保護されていた。

姉より断酒を勧められて、H19.10.23当院受診し東病棟Ｄユニットへ任意入院となる。

以後、プログラムへの拒否等見られず、行っていた。時折、他者に対しての不満話し、イ

ライラした様子見られています。

病棟の環境に慣れていただける様配慮する。また、イライラ感の有無等観察し、アルコー

ル依存症治療プログラムを通し断酒意志を高める。

担当スタッフは本人と話し合いの場を持ち、病棟での目標を決めていく事としています。

＜日常生活支援評価・検討＞

西川　和恵様～衣類の整頓が出来ており、評価しています。空き缶を捨てる事を拒否している為、次回確認し捨てる様促していきましょう。

中村　マス様～ベッド上に衣類や本等を乱雑に置いている為、一緒に片付ける様促していますが「どうやればいいのかわからない」と話していますが片付ける事出来ています。牛乳パックを溜め込み異臭があったので、その都度捨てる様介入していきましょう。

